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和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所

構内に 1月に出現した春型のヤマトシジミ

(シジミチョウ科)
Spring type of the pale grass blue buttersy Zizeeria maha G/玄ia(Lycaenidae) appeared in January 

in the campus of the Seto Marine Biological Laboratory， Kyoto University at Shirahama town， 

Wakayama Prefecture， J apan 

北海道を除く日本全体をはじめ東南アジアにかけて広く分

布するヤマトシジミ類は.本ナト|では主にカタバミが幼虫の食

主主であり，他のチョウ類と同様に季節型が区別される。出現

期間は我が国では4一日月 (普通.年 5-6回発生)で.4 

令幼虫で越冬する (白水・黒子.1972;高橋ほか.1973)。近年.

本粧の生理的および遺伝的性質について.福島原発事故の

被爆による影響が報告されている (Hiyamaet a1， 2012)。

今回.兵冬の2013年 l月20日正午頃.和歌山県ー西牟婁

郡白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所構内の研究棟

正面入り口付近を元気よく飛期している一頭を両手で捕え

久保田信
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た。その時，体の一部が多少傷んだ。この個体は約2週間

をかけて展麹標本としt::.o4-回 この稀少例個体の形態に
.。寸 ' 図1.和歌山県白浜町に所在する京都大

ついて以下に報告する。 学瀬戸臨海実験所構内研究棟入口で

模織からみて春型で，左姐長は 15mm.触角長 7mmとや 冬季に捕えたヤマトシジミ雄 (展麹
後搬影)

や小型であった (図1)。 本種は構内では普通種で.食草で

あるカタバミの花の咲く季節に多いが (久保田・梅本， 2011参照).厳冬期に出現したのは初めてである。

このような時期に開花しているツワブキなとマの蜜を吸って生きていられたのかもしれない。
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